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研究成果の概要（和文）： スケーリング・ルートプレーニング（SRP）を含む非外科的歯周治療は強い炎症性刺
激として作用するため，生体応答や自立神経活動に影響を与えている可能性がある。本研究において申請者ら
は，従来の手用スケーラーによるSRPを対照として，エルビウムヤグ（Er: YAG）レーザーを用いた縁下スケーリ
ングが生理指標や血中ストレスマーカーに及ぼす影響を検討した。その結果，Er: YAGレーザーの使用は患者に
与えるストレス負荷が小さいことが示唆された。

研究成果の概要（英文）： Nonsurgical periodontal treatment, including scaling and root planing 
SRP), acts as a strong inflammatory stimulus and may affect biological responses and autonomic 
nervous system activity. In this study, we investigated the effects of subgingival scaling with an 
erbium YAG (Er: YAG) laser on physiological parameters and blood stress markers, in contrast to SRP 
with a conventional hand scaler. The results suggest that the use of the Er: YAG laser has a smaller
 stress load on patients.

研究分野：歯周病学, 歯周治療学

キーワード： 生体応答　ストレス　生体侵襲　スケーリング　エルビウムヤグレーザー　生理指標　ストレスマーカ
ー　炎症性サイトカイン

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　観血的歯周治療の後には，菌血症によりエンドトキシンや炎症性サイトカインが全身に広がり，軽度の急性期
反応を示す。また，侵襲下の生体では神経・内分泌系，免疫系，代謝系，循環器系を中心に種々の変動が見られ
る。これらはお互い独立したものではなく，神経・内分泌系を介して生体反応を抑制するフィードバック機構が
作動し，生体の恒常性を維持している。本研究では各系統のストレスマーカーを網羅し，侵襲の種類や程度によ
るストレス応答の変化を解析した。本研究の結果は，歯周治療の直後に全身に起きている生体変化を多角的に解
析した初めての研究であり，その学術的および社会的意義は極めて高い。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
（1）歯周炎患者においては，プロービングから抜歯まで，あらゆる観血処置により一過性の菌
血症が頻回に起きている。また，重度の歯周炎患者では，ブラッシングや噛みしめにより日常
的に菌血症が生じることもある。血流に入った細菌は高速度で全身を循環し，多くは肝臓にお
いて食細胞により貪食される。その多くが 1時間以内に検出されなくなるため，健常者ではほ
とんど問題とならない。しかしながら，感染性心内膜炎のハイリスク患者や人工関節置換術の
既往がある者においては，生き残った菌が体内の臓器に定着し，重篤な影響をおよぼす可能性
があるため，抗菌薬の事前投与が必須とされている。 

 
（2）我々はこれまでに「スケーリング・ルートプレーニング（SRP）後の菌血症発生」に注目  
し，中年期の歯周炎患者における一連の臨床研究を進めてきた。まず，1/4口腔 SRP後に高頻 
度（90%）で菌血症が起きるが，抗菌薬（アジスロマイシン）の併用で発生率は大幅に低下（20%） 
することを明らかにした（文献 1）。つづけて，硬組織にも対応できるエルビウムヤグ(Er: YAG) 
レーザーを用いると，菌血症を抑制しながらスケーリングを行えることを報告した（文献 2）。 
さらに，菌血症が生体応答におよぼす影響を調べるため，広汎型慢性歯周炎患者にフルマウス 
SRPを行った際の生体応答を解析した。その結果、高い治癒効果を示す一方，処置 1日後にお 
いても体温，血清中の高感度 C反応性蛋白（CRP）および IL-6が有意に上昇していた。すな 
わち，軽度の急性期反応が起きていたことを明らかにした（文献 3）。 

 
（3）侵襲下の生体では神経・内分泌系，免疫系，代謝系，循環器系を中心に種々の変動が見ら 
れる。これらはお互い独立したものではなく，神経・内分泌系を介して生体反応を抑制するフ 
ィードバック機構が作動し，生体の恒常性を維持している。一方で，観血的非外科歯周治療が 
及ぼすストレス応答の変化については未だ明らかにされていない。 

 
２．研究の目的 
以上より、以下の検討を行うこととした。 
（1）歯周炎患者における SRP後の生体応答および自立神経活動の変化を明らかにする 
（2）上記影響を抑制するための Er: YAGレーザー応用の効果を検討する 

 
３．研究の方法 
予備実験の結果および被験者確保の点から，以下のように修正し実施された。 
インフォームドコンセントが得られた 35歳以上の歯周炎患者 32名を無作為に 2群に分けた。

5 mm以上の歯周ポケットを有する 3歯に対し，スケーラー群では SRPを，レーザー群では Er: 
YAG レーザーによる歯肉縁下スケーリングを行った。末梢血採取を計 2 回（処置前，処置後），
生理指標（体温，血圧，脈拍，血中酸素飽和度，呼吸数）測定を計 3回（処置前，浸潤麻酔後，
処置後）行った。得られた試料から血清を分離し，ELISA法によるエンドトキシン，高感度 C反
応性蛋白，アドレナリン，コルチゾールの解析，さらにはマルチプレックアレイによる炎症性サ
イトカイン（IL-4, IL-5, IL-6, IL-12p70, TNF-, IFN-）の解析を行った。 
 
４．研究成果 
（1）処置歯の臨床パラメーターは両群とも有意な減少を示した。とりわけ，SRP後の体温上昇
が両群において有意に確認された。病態や免疫能，侵襲度によっては大幅に上昇する可能性が
示唆された。 
（2）侵襲に対する生体反応として，スケーラー群でコルチゾールの有意な上昇を認めた。また，

IL-4が上昇傾向を認めたが、それ以外の変化はわずかであった。これは，侵襲範囲が限定的で
あり，全身における流入したサイトカインの反応が少ないためと考えられる。 
（3）全身的バイオマーカーの変化は両群ともに少ないが，レーザー群は生体へのストレスが比
較的少なく，治療時に患者に与えるストレス負荷が小さいことが示唆された。 
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